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年度初めにあたって 

福島県九条の会ニュース 
№4 

発行：福島県九条の会 

2025 年 4 月 1 日 

 ２０２５年度は、「戦後８０年」、「広島・長崎の被
爆８０年」の年であり、日本国憲法施行７８年の年で
ある。明治憲法（大日本国憲法）の５９年に比しても、
２０年ほど長く日本の最高法規として定着してきた。
１９５２年に日本は、アメリカによる占領から「独立」
したが、日本国憲法の戦争放棄・戦力不保持の規定に
もかかわらず、１世紀近くも米軍基地の存在を許し、
戦力ではないとする「自衛隊」を保有してきた。しか
し、戦後８０年、日本の自衛隊は、一人の外国人も殺
さず、一人の戦死者を出さずにきたことは、憲法９条
の存在と平和を希求する国民世論と運動のおかげで
ある。 
しかし現在、戦争をする国づくりが急ピッチ（大軍拡）ですすめられている。２０

年前（2005.2）に設立された「福島県九条の会」の憲法改悪反対運動は、その重要性
を増している。安倍内閣、菅内閣、岸田内閣、そして現在の石破内閣は、憲法改悪の
動きを強めており、私たちの役割はますます大きくなっている。 
最近の総選挙の結果、自公政権下で、与党過半数割れが生じて、憲法改悪発議も困

難になっている。しかし、野党の分断を図りながら、改憲への危険が増している。 
核兵器禁止条約が成立しているものの、日本政府は、情けなくも、これに背を向け

ているが、日本被団協が、昨年ノーベル平和賞を受賞した。これは、日本の平和運動
の輝かしい成果である。これに確信をもって、９条を守り、活かす活動が重要となっ
ている。 
 ２０２５年度は、本会創立２０周年にふさわしい、九条を守る運動を展開していか
なければならない。郡山市で開催した昨年８月の本会主催の全県集会には、約７００
人が集い、参加者に大きな確信をもたらした。また、全県各地の九条の会は、憲法記
念日を中心に憲法学習・講演会を開催し、平和を堅持する力を広げている。その際、
世代を超えて、運動が継続されるよう、新たに有権者となった高校生も含め、全世代
に呼びかけることが必要である。    
さらに最新の全国署名（「税金は暮らしの拡充に、戦争準備の軍拡は中止して、憲

法、平和、いのち、くらしを守る政治への転換を求める請願署名」：略称＝大軍拡反
対請願署名）の取り組みを通じて、各地域・領域での目標数を掲げて、個別の結びつ
きを強めていく必要がある。 
 ３月に発刊したブックレット No.１２(『鈴木安蔵・鈴木義男と日本国憲法の誕生
～福島県出身の「ダブル鈴木」～』・金井光生著)は、福島県民の運動に確信を与える
ものであり、財源確保の上からも、広範な普及が期待される。 
 全県すべての地域・領域等で、各個別九条の会を確立し、独自又は共同の講演会や
行動を企画していこう。５月２４日の第１４回９条の会東北交流会（盛岡市）に代表
を派遣するが、オンライン（YouTube）でも配信されるので、個別九条の会が中心に
なり、視聴する会等の組織化が必要である。県九条の会が、地域・領域等での運動の
組織化・支援の点で、大きな役割を持っており、独自の会員拡大も重要である。団結
して、ともに闘いましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県九条の会では、日本国憲法の学習を深め、さらに護憲活動の一環として、震
災前の２００９年以来これまでにブックレット全１１巻を発行してきました。 

いずれも貴重な内容で、まだ残部がありますのでご希望の方は「事務局」までお申し
出ください。（１冊 500 円です） 

バックナンバー一覧 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

＊申込方法：氏名・送り先住所・号№・冊数をメール又は電話・Fax で県九条の会事

務局までお知らせ下さい。メールアドレス fks9jou@gmail.com 

＊郵送料等値上げのため財政的に非常に厳しい状況にあります。振込用紙を同封いた

しますので、恐縮ですがカンパもよろしくお願いいたします。 

ブックレット１２が発行されました 

『鈴木安蔵・鈴木義男と日本国憲法の誕生』 

 

２ 

今回ブックレット№１２として福島大学行政政策学類金井光生教授ご執筆の『鈴

木安蔵・鈴木義男と日本国憲法の誕生 ～福島県出身の「ダブル鈴木」～』    
（Ａ４判、６４頁）が３月１日に発行されました。 

   終戦直後、南相馬市小高区出身の鈴木安蔵が中心の憲法研究会が作成した「憲法

草案要綱」がＧＨＱに高く評価され、また、白河市出身の鈴木義男は帝国憲法改正

小委員会のメンバーとして実質審議に参加しました。憲法学者の「ダブル鈴木」が

「日本国憲法」の誕生にどう関わったかを明らかにする内容です。  

ブックレットのバックナンバーのご紹介 

mailto:fks9jou@gmail.com


九条の会紹介 ④ 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郡山市九条の会事務局 

          菅原信正 

五年前からコロナ禍で、郡山を会場にして準備
されていた全国革新懇の「原発シンポジウム」や
憲法を守る集まりなど軒並み中止となっており
ました。しかし、安倍内閣の集団的自衛権行使可
能の閣議決定以来の自公政権へとつながる中で、
憲法無視・軍拡に歯止めがかからない状況が進ん
できていました。しかし、郡山九条の会の活動も
集まりを持つことなどできず停滞気味でした。 

 そんな時、県九条の会から、郡山を会場にして、
全県の「前川講演会のつどい」を開催したいとの
話が持ち込まれました。郡山会場で大きな集まり

を持つからには、絶対成功させ、情勢に合った運 
動の再出発にしなければとの思いで取り組む決意をしました。 
 早速、郡山市九条の会連絡協議会を中心に各民主団体にも呼び掛けて相談会を持ち
ました。郡山市九条の会結成時の原点を確認しながら、これからの情勢に見合った運

動をどう進めていくかの意識をもって進めました。 
 第一に、十八年前の郡山九条の会結成時、郡山市での各界を代表するような方々が
寄せた熱いメッセージ（日本国憲法は人類の英知、平和の保障、自由の保障、絶対に
戦争を起こしてはならない）の原点に返って、再度市民に訴える。 
 第二に、特に「自公政権軍拡前のめり」の情勢の中では、戦争問題は体験者の思い
とだけにせず、全世代、特に若い世代との交流を進めながら運動を広める。 
 第三に、軍拡を憂慮している市民へのアピールをできるだけ広く届くようにする。 

 入場整理券の普及活動だけでは、どうしても組織頼りになりがちなので、日本が戦

争への危険を憂慮している多くの方々に如何に広くお知らせしていくか。そして、参
加していただくかの思いを持ちました。 
郡山独自での宣伝チラシを作りました。一回しか取り組みませんでしたが、郡山駅

前での街頭宣伝チラシ配布をしました。また、今までの九条の会での種々のつどいな
どに参加されていたいろいろな方々に向け百通を超えるお手紙を送りました。このお
手紙では、何人かから参加問い合わせの反応がありました。当日券入場になったと思
います。 

 青年の方々には、当日、会場での役割をもって参加してもらうようお願いしました。 
九条の会結成時のような各界、各団体との対
話やオルグ活動、マスメディアへの後援依頼、
公民館や商店へのポスター掲示依頼など幅広
い取り組みはできないようになってしまいま
した。今日の石破内閣大軍拡推進の情勢下で
は、「平和を求める、戦争は絶対にさせない」

の多数の思いをより広く結集する必要があり
ます。九条の会の活動がますます求められて
いるとの認識で再構築するのが私たちの課題
となっています。 
 

「前川喜平講演会」の取り組みについて 

郡山九条の会 

３ 

（前川喜平さん） 

（郡山合唱団） 



 

 

 

 

憲法集会 
日時：５月３日（土・祝） １３：３０～１５：４０ 

講演：ビキニ事件・第五福竜丸について 

講師：市田 真理   都立第五福竜丸展示館 学芸員 

公益財団法人第五福竜丸平和協会事務局長 

広島・長崎の被害に比べても、よく知られているとはいえないビキニ事件ですが、原水爆禁

止運動の原点であり、日本被団協結成を後押しした世論の高揚は第五福竜丸の被災だったの

だと思っています。事件当時、福島県内からも第五福竜丸乗組員にたくさんの励ましの手紙

が送られました。 

そんなことも、ぜひこの機会に皆様にご紹介できれば・・・とも考えております。 

  会場未定。（福島市市民センター大ホールを予定しています） 

 

発 行 元  福島県九条の会 

発行責任者  福島県九条の会共同代表 今野順夫 

編 集 担 当  福島県九条の会事務局 

菅田俊雄、菅野家弘、渡部幸一、長谷川秀輝 

※投稿歓迎 ご希望の方は事務局までご連絡下さい。 

 

４ 

連絡先 ： 福島県九条の会 
事務局長 加藤衛雄 

〒960-8157 
福島市蓬莱町三丁目 6-3 
TEL・FAX 024-549-3330 
 メールアドレスが変わりました！ 
E-mail：fks9jou@gmail.com 
 

イベントのご案内 

第１４回 ９条の会東北交流会 
 
日時：５月２４日（土） １３：００～ 

 
第１部 １３：００～１４：５０ 

記念講演  猿田 佐世 
    『外交で平和を作るとは何か』 
     ～ 一人ひとりができる事 ～ 
 
第２部 １４：５０～ 

    ９条の会東北交流会 
 
申し込み 
９条の会東北交流会実行委員会事務局 
電話   ０１９-６８４－２２２５ 
締め切り ５月１６日（金） 
  

YouTube でライブ配信  

https://www.youtube.com/live/kWzid23xqE 

※県内に 10 カ所程度 YouTube のライブ 

配信会場設営を予定しています。決まり 

次第お知らせ致します。 

mailto:fks9jou@gmail.com
https://www.youtube.com/live/kWzid23xqE

